











































































































罪した (35.8%)j，1本人が直接謝罪した (34.2%)j， 1被害弁償があった (27.
4%)j と続いた。加害少年にこれから望むことについては， I立ち直って，
二度と向じ犯罪を起こさないでほしい (74.7%)j， 1真面目な生活をしてほし























は， ["家族に迷惑を掛けたこと (85.1%)j，["被害者に迷惑を掛けたこと (83
%) j， ["r決意したこと』を実行すること (66%)jであった。
②保護者の囲答 子どもが犯行理由を正直に話せたかについて， ["全く
正直に話せた (30.2%)j，["かなり正直に話せた (60.5%)jであった。子ども







ついては， ["十分に取り入れられた (62.8%)j，["かなり取り入れられた (32.6




ついては， ["被害者に与えた被害 (86%)j["決意事項を実行できるか (83.7
























































































































































れている。すなわち，単一モデル (Unifiedmodel) ， 2元モデル (Dualtrack 











































































































































6 拙著・前掲『探求~ 120頁以下，同・前掲『対話~ 105頁以下参照。
7 太田達也「警察における修復約司法としての家族集団会議 (FamilyGroup Con-
ferencing)の理念と可能性」警察政策7巻 (2005年)20頁以下参照。
8 修復的司法とコミュニティについては，拙著・前掲『対話~ 93頁以下参照。
